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世

界

経

掛
の

成

立

過

程

( 

) 

作

回

市
山

"';， ""'~\^ 

間
際
続
出
交
祖
旧
渡
民

問

岡
氏
挺
決
心
髄
誌

両
氏
桜
山
間
交
泊
白
琵
民

量産

“ 

前

Jぇ

引
回
骨
粗
決
心
成
立
地
租

第
二
寸
ニ
を

(品一一杭

五
↓
)

E 

総与あ吋駒内制欄騨糊却時欄蝉機糊棚鯛勝勝機瞬静勝樹附俳川町

ヨt

世
間
叶
粧
凶
心
成
立

和"

主「

手者

-
J~ :J 

世
界
経
済
は
何
に
由
つ

τ、
叉
如
何
に

L
て
成
立
す
る
に
至
つ
わ
ん
か
。
此
の
成
立
過
程
を
明
か
に
す
る
に
は
、

先
つ
山
梨
級
協
仰
の
成
立
基
礎
た
る
剛
氏
経
済
的
後
遠
山
肌
態
の
考
察
か
ら
品
川
め
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
o

昔
、
支
那
及
び

経
泌
が
唯
に
自
凶
民

ω文
化
又
は
桃
勢
を
叫
ん
で
、
或

U
中
部
の
他
殺
を
以
て
天
下
両
民
を
従
へ
ょ
う
ご
[
、
或

は
椛
カ
に
依
る
高
民
法
を
以
て
総
て
の
呉
氏
族
を
制
L
ょ
う
ぜ
企

τた
る
が
如
き
・
叉
近
代
に
於
て
英
吉
刺
が
其

抜
訴
の
粧
秘
的
威
力
を
擁
し
て
、
白
山
交
説
的
下
に
長
〈
白
闘
を
世
界
市
場
の
中
心
に
置
か
う
ピ
ト
北
る
が
如
一
一
司
、

意
闘
は

前
部
れ
も
皆
失
敗
に
師

L
た
る
が
、

一
}
れ
金
〈
是
等
諸
国
民
が
自
ら
欺
い

τ白
閥
民
の
優
越
を
過
信
L
、



繭

=世

世
凶
叶
軒
掛
川
U

成
立
過
程

第

十

，

谷

tp， 

~Æ 

五

五

各
民
族
の
血
縁
及
び
文
化
の
上
に
成
長
す
る
傾
分
国
家
の
歴
史
的
援
漣
を
無
税
せ
る
が
故
で
あ
っ
た
。
交
通
経
済

の
後
洛
階
段
に
ゐ
h
て
も
亦
・
主
ご
し
て
民
族
凶
家
の
提
出
肱
如
何
が
其
の
進
路
を
決
定
す
る
。
領
分
岡
家
を
所
依

言
す
る
国
民
経
済
が
漸
尖
仁
成
熟
し
行
(
に
従
ひ
、
其
等
の
聞
に
起
れ
る
生
活
交
渉
の
閥
係
が
次
第
仁
系
統
的
及

秩
序
的
に
な
り
、
其
彪
に
始
め
て
後
に
逃
よ
る
が
如
き
意
味
に
於
り
る
闘
民
経
済
の
綜
合
鰻
を
生
じ
、
共
が
世
界

経
済
ご
成
る
に
至
る
的
で
め
る
o

交
通
経
憐
の
畿
漣
階
段
を
槻
袋
す
る
仁
於
て
は
、
民
放
を
目
様
正
す
る
ニ
正
を

止
め
て
階
級
の
封
立
及
抗
守
並
仁
階
級
内
容
の
畿
化
を
目
標
ご
す
る
見
解
も
極
め
て
重
要
の
意
義
を
有
す
る
。
併

し
悲
の
見
る
所
で
は
・
是
ま
で
交
通
経
済
の
後
述
を
制
約
し
だ
る
所
の
決
定
的
勢
力
正
し
て
は
階
級
の
鎚
港
よ
り

も
寧
ろ
民
族
の
歴
史
的
文
化
が
主
Z
な
っ
て
居
る
芭
忠
ふ
。
従
っ
て
世
界
経
済
の
成
立
遇
税
も
大
健
に
於
て
此

ω

見
地
よ
b
考
且
録
す
る
の
で
あ
る
o

世
界
を
範
囲
ご
す
る
縦
拙
相
変
誕
の
一
健
的
系
統
及
秩
序
よ
り
成
る
所
の
交
通
経
済
を
世
界
経
済
ご
呼
ぶ
o

世
界

経
憐
が
有
b
得
る
ご

L
て
も
、
其
は
岡
民
経
済
が
終
っ
て
後
に
現
は
る
べ
き
未
来
の
存
在
で
あ
る
ご
な
す
見
解

ご
、
今
日
現
に
闘
民
縦
済
正
共
仁
世
界
経
隣
が
存
在
す
る
ご
な
す
見
解
ご
は
、
術
ほ
暫
ら
(
は
論
争
を
縦
〈
る
で

あ
ら
ふ
。
併
し
、
私
は
、
稲
々
の
経
済
交
泌
が
一
定
め
系
統
及
秩
序
を
共
へ
、
英
等
が
一
定
の
範
国
じ
限
定
せ
ら

れ
且
つ
凋
特
の
存
立
を
有
す
る
一
健
な
る
Z
三
共
佐

f
町
官
官
ピ
名
づ
げ
、
我
等
が
害
宮
山
町
碗
先
の
岨
到
象
己
す

る
も
の
は
英
の
意
味
に
於
け
る
各
階
段
の
交
通
経
済
の
特
相
並
に
其
等
の
階
段
の
袋
濯
す
る
歴
史
的
過
程
仁
外
な



ら
宇
'
E
な
す
が
故
に
、
世
界
経
済
成
否
の
問
題
は
畢
寛
・
以
上
の
意
味
に
於
付
る
一
憧
の
中
交
通
経
済
正
し
て
の
世

界
経
済
を
現
在
に
認
め
得
る
や
否
ゃ
に
節
す
る
の
で
め
る
。

現
代
の
闘
民
経
済
は
某
々
世
界
に
於

τ依
す
所
な
〈
各
自
の
領
分
を
持
も
、
其
等
が
湖
特
の
交
通
系
統
及
秩
序

を
具
ふ
る
一
健
セ
形
成
し
な
が
ら
、
夏
に
相
互
の
閥
に
競
合
的
及
聯
合
的
の
交
通
関
係
を
結
ん
で
居
る
。
然
ら
ば

共
の
徐
ま
さ
れ
な
い
w

世
界
の
範
囲
に
於
て
、
如
何
に
し
て
獅
特
の
交
通
系
統
及
秩
序
を
具
ふ
る
一
穂
の
世
界
経
済

の
存
在
を
容
れ
得
る
で
ゐ
ら
う
か
o

共
は
外
で
も
な

f
、
二
者
が
交
通
経
済
的
性
質
に
於

τ相
漣
す
る
か
ら
で
ゐ

る
。
国
民
経
済
は
意
志
経
掛

1
l
昏

τ文
化
粧
演
正
名
づ
け
た
る
も
の
を
改
め
て
意
志
経
済
ご
呼
ぶ

1
1
ご
し

て
、
主
ご
し
て
償
分
随
家
が
、
従
ご
し
て
倣
分
枇
曾
が
H

共
有
す
る
骨
骨
皆
配
的
統
制
の
下
に
経
済
交
通
の
系
統
及

秩
序
を
有
L
、
共
の
意
志
統
制
が
闘
民
を
範
囲
ご
し
て
行
は
る
、
所
仁
縄
特
の
意
義
を
有
す
る
交
組
経
憐
で
あ

る
o
世
界
経
済
は
之
ご
異

-K
町
官
官
官
ご
し
て
存
立
し
‘
世
界
枇
曾
に
於
り
る
町
粧
の
制
約
1
1勿
論
、
地
物

自
然
で
な
〈
人
間
自
然
の
作
用

1
1に
依
h
て
経
済
交
通
の
系
統
及
秩
序
を
具
へ
、
其
の
自
然
制
約
が
世
界
を
範

園
ご
し
て
|
|
国
民
経
済
を
集
合
せ
る
意
味
に
於
け
る
世
界
で
な
〈
、
却
っ
て
国
民
経
済
の
分
立
を
超
越
せ
る
意

味
の
世
界
に
於
て

1
1行
は
る
、
一
例
に
獅
特
の
意
義
を
有
す
る
安
泌
経
済
で
あ
る
o
闘
民
経
済
ピ
世
界
経
済
ご
は

新
(
し
て
各
別
仁
湖
特
の
存
立
を
有
す
る
。
若
L
強
い
て
一
時
代
仁
は
唯
一
の
交
通
経
済
の
存
在
が
許
き
る
、
に

止
ま
る
正
見
る
な
ら
ば
・
其
な
ら
ば
、
世
界
に
於

τ、
共
々
領
分
を
持
つ
所
の
多
数
の
意
士
山
岡
民
経
済
ご
世
界
一

h命

議

陀
坪
抑
糟
山
成
立
過
桂

第
一
一
十
一
一
容

F中
一
一
揖

E
=一」

五

め ψ 叫 v



日商

議

t
t
R
宣
V
S
9
k
l
富

Z

M
v
u
fホ
U
d
i
H
J
F訓
r
f

協
二
十
一
一
容

(
即
時
一
規

五
回
)

:五
回

般
に
一
旦
品
目
早

ω自
然
附
界
経
憐
ど
が
波
訂
什

L
、
山
等
二
慌
の
交
通
系
統
R
A
秩
序
が
総
合
さ
れ
て
唯
一
の
全
世
界

経
怖
が
成
立
し
て
居
る
正
見

τも
法
支
な
い
が
も
知
れ

ω。
併
L
斯
か
る
見
方
的
賞
否
は
締
す
る
所
、
交
通
経
憐

の
概
念
仏
此
に
其

ω
佼
注
仰
士
民
虎
ま
で
幅
四
張
す
る
か
十
世
か
の
限
界
一
如
何
に
由
る
の
で
ゐ
っ
て
、

弘
は
今
、

法
則
に

は
立
入
ら
な
い
。

A
1
は
唯
に
現
代
心
交
通
経
憐
ご
し

t
u、
怠
k

山
岡
氏
経
消
子
」
自
然
世
界
経
由
併
の
二
品
川
の
交
池
系

統
及
秩
序
が
桂
立
し
は
加
川
い
る
e

コ
」
佐
川
同
地
て
後
者
山
成
立
過
粧
を
考
察
す
る
に
'K
む
る
で
わ
ら
ふ
o

肘
凶
作
総
務
は
自
然
wm械
で
ゐ
る
。
比
ふ
り
特
質
は

一
方
で
は
町
外
経
済
が
岡
氏
総
辞
己
性
質
を
旧
民
に
す
る
に
よ
っ

て
自
己
を
限
定
す
占
理
山
正
な
る
が
、

ヨ
リ
与
ず
司
、

3a、
，
仁
、
十
命
、

一

-
P
l
l
E
l，
t

l

l

i

v

 

祉
界
経
憐
4
成
立
が
国
民
経
済

ω
怠
忘
経
済
た
る
事
府
民

に
基
ぬ
を
ほ
い
て
居
る
-
}
子
ぜ
語
る
も
の
で
ゐ
る
o

此
紡
よ

h
見
て
私
は
、
陛
界
経
済
の
成
立
過
程
を
槻
察
す
る

二
哲
'
り
、

I
1
 

一
服
、
同
氏
純
情
が
自
然
純
情
よ
り
意
志
総
務
に
後
逃
せ
る
放
越
を
略
叙
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

闘
民
経
漬
の
溌
蓮

国
民
総
務
の
後
退
に
は
少
年
矧
及
成
年
期
Z
も
言
ふ
べ
き
前
後
り
二
期
を
国
訓
し
得
る
o

前
期
剛
氏
縦
憐
は
、

都
市
経
済
を
相
縦
し
、
経
済
財
の
需
要
及
提
供
を
内
容
ご
す
る
経
済
交
通
の
系
統
及
秩
序
一
か
国
民
交
通
の
錨
閣
に

ま
で
康
ま
っ
た
昨
仁
始
ま
っ
た

ω
で
あ
ゐ
が

其
系
統
及
秩
序
一
炉
原
則
正
し
て
凶
家
り
意
志
統
制
に
入
ら
な
い
間

は
術
は
前
期
に
同
盟
す
る
。
近
代
岡
山
水
が
封
建
組
織
i

を
脱
し

t
制
地
機
及
印
刷
民
権
を
確
立
し
、
各
自
の
領
分
を
明
瞭



な
ら
し
め
、
従
来
の
地
方
的
傾
城
の
降
些
を
撤
威
し
て
一
山
交
週
金
自
由
な
ら
し
め
之
全
国
家
的
償
分
ま
で
燐
一
保

し
、
且
つ
内
目
減
及
沙
外
交
泊
の
境
外
を
岡
山
添
沈
制
内
範
凶
に
よ
っ
て
決
定
す
る
に
及
ん
で
、

経
済
交
通
も
亦
共
系

統
及
秩
序
士
岡
山
部
統
制
ピ
川

r側
分
に
ま
で
怖
政

L
且
つ
仙

ω領
分
ド
於
げ
る
系
統
及
秩
序
三
極
訓
古
品
、
に
至

コ

ヲ

』

O

J
f
 
従
つ

τ初
期

ω
凶
民
経
怖
は
十
十
古
し

cW世
情
川
ハ
り
市
供
系
統
げ
が
凶
米
側
分
ま
で
炭
ま
っ
て

一
髄
化
せ
る
も

り
で
ゐ
ム
リ
、

此
鮎
に
り
に
て
も
比
以
前

ω
交
池
雄
一
併
二
川
町
段
を
凹
却
に
す
る
。
此
の
前
供
系
統
山
幾
化
は
政
治
上
の

叩
川
向
も
ゐ
る
が
、

tι
尚

k
I
h
l叫
も

工

a
t
一

〈

1
1
4
t

従
来
り
w
州
市
経
尚
北
山
く
は
領
域
経
併
が
狭
き
交
通
錨
国
じ
於

τ
一
般
市

供
心
不
適
合
に
出
[
め
る
市
中
怖
が
、
全
凶

T
J辿
じ
て
内
山
・
こ
な
れ
る
交
泌
範
閣
の
蹄
張
に
向
っ
て
解
決
扶
助
苫
れ

-
ご
合
意
味
す
る
。
而
し
て
比
り
交
通
範
凶
の
蹄
大

k
u匁
}
池
内
白
山
は
、
通
運
機
闘
の
進
歩
Z
一
五
ム
物
質
的

h
-
e
Q
 

事
情
よ
り
も
事
ろ
よ
り
多
〈

4
h
碇
比
四
に
在
来

ω
交
い
成
時
墜
を
撤
去
せ
b
政
治
的
事
情
よ
り
来
h
、
通
運
機
附
は

却
つ

τ術
大
さ
れ
自
由
己
な
H
H

る
交
池
山
柏
崎
め
進
燥
で
る
傾
向
が
あ
っ
た
o

此
貼
は
驚
異
す
べ
き
近
代
ゆ
逸
品
措

νベイ切々 μ

機
関
の
進
歩
が
交
泌
の
世
界
的
憐
艇
を
促
進
し
た
る
事
情
己
寧
ろ
反
対
に
な
っ
て
居
る
o

初
期
の
剛
氏
縦
雌
仰
は
近
代
凶
家
が
怯
(
政
治
組
織
り
進
歩
三
同
時
に
縦
済
交
泌
の
系
統
H
A
秩
序
を
閥
家
の
領
分
に

ま
で
償
訴
し
た
る
ニ
己
が
其

ω
特
徴
で
わ
っ
て
、
共
だ
け
に
て
も
己
に
閤
民
縦
糖
心
名
を
奥
ふ
る
に
足
る
一
炉
、
向

共
外
に
陶
家
は
杢
凶
に
遁
千
る
貨
幣
制
度
e

畑
中
迭
で
‘

間
川
枕
マ
ピ
全
凶
的
に
紘
一
し
、

所
-
一
付
・
契
約
・
交
易
・
分
配
等
に

も
間
々
の
全
閥
的
制
度
を
設
け

L
縦
燐
交

Mり
系
統
及
秩
序
を
若
じ
(
品
目
脱
せ
し
め
た
。
併
L
後
期
の
如
J
岡山本

;可

記E

佐
山
仲
間
州
内
心
暗
注
品
川

出
二

t
コ
岱

i;s'>; 

#~~ 

" 'II. 

1， 

与トヰ判ジヘ



論

議

世
田
骨
髄
済
白
成
立
過
程

第
二
十
ニ
毎

(
第
一
説

五
六
)

五
六

が
国
民
を
範
囲
正
せ
る
交
通
経
憐
仁
謝
し
経
済
英
自
健
を
目
的
ご
す
る
意
志
統
制
を
行
ふ
に
至
る
ま
で
は
、
闘
民

経
済
は
備
は
前
期
の
進
展
せ
る
程
度
に
止
ま
h
、
国
家
は
図
民
経
済
組
織
の
中
枢
で
は
な
〈
、
各
簡
の
砿
別
経
済

健
の
上
に
立
つ
一
公
共
経
済
観
の
地
位
に
居
る
に
過
ぎ
な
い
。
租
税
は
此
の
日
常
共
縦
憐
健
の
轡
養
で
ゐ
b
且
つ
裳
は

一
般
倒
民
に
ピ
つ

τも
政
治
生
活
を
笹
む
潟
め
の
分
帥
聞
記
る
仁
止
ま
ち
・
経
済
生
活
の
共
同
組
織
睦
を
支
持
す
る

も
の
で
な
レ
。
叉
幽
家
が
定
立
運
用
す
る
経
済
制
度
色
、
無
論
意
志
統
制
の
列
に
入
b
、
且
つ
制
度
の
凱
密
の
程

度
に
聴
じ
て
経
済
交
通
の
系
統
を
襲
夏
し
品
開
に
其
秩
序
に
著
し
い
極
化
合
輿
へ

τは
屑
る
が
、
共
は
謂
ゆ
る
民
政

に
風
L
未
に
岡
家
が
闘
民
経
済
の
主
飽
E
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
此
時
代
の
国
家
は
、
交
通
経
済
に
奉
加
せ
る
閥

係
に
於
て
は
各
筒
経
済
の
上
に
立
工
る
会
共
経
済
健
で
あ
る
か
ら
、
昔
日
の
如
(
政
府
若
〈
は
之
を
締
成
せ
る
支

配
階
級
の
一
凶
が
、
自
己
の
家
計
百
園
家
の
財
政
ピ
を
混
同
し
、
自
己
の
経
務
生
活
の
困
難
を
見
れ
、
叉
は
誕
ん

で
之
を
豊
か
な
ら
し

U
る
が
如
き
こ
ご
は
敢

τし
な
い
り
れ
ど
も
、
き
れ
ば

dτ
閥
民
経
梼
其
も
の
、
俊
民
を
目

的
正
す
る
統
制
を
も
行
は
な
い
で
、
唯
打
各
筒
純
情
聞
の
利
害
衝
突
を
調
和
し
、
私
人
が
自
己
目
的
の
錦
め
に
替

む
経
済
生
活
を
保
議
す
る
を
限
出
血
Z
な
す
。
諸
国
の
重
商
主
義
政
策
合
執
れ
る
時
代
仁
は
、

一
時
早
熟
的
に
国
民

経
済
其
も

ω、
意
志
統
制
を
行
ひ
、
事
ろ
見
方
に
よ
っ
て
は
此
の
統
制
政
策
が
国
民
新
演
の
成
立
を
決
定
せ
し
め

た
芭
も
言
ひ
岨
押
ら
る
、
が
、
併
し
此
政
策
は
主
正
し
て
貨
鰐
経
済
の
完
成
を
目
的
正
な

L
、
之
に
加
ふ
る
仁
謝
外

税
容
・
仁
由
来
せ
る
自
己
強
迫
の
態
度
を
以
て
行
は
れ
た
る
も
の
で
あ
っ

τ、
之
を
内
部
か
ら
一
般
的
経
務
交
通
の



然
る
に
同
家
が
究
第
に
成
長
し
て
是
ま
で
の
悶
有
任
務
た
る
治
安
の
外
に
、
衛
生
・
教
育
・
絞
梼
じ
闘
す
る
民
政

系
統
及
秩
序
を
意
志
的
に
統
制
す
る
後
期
岡
氏
経
携
な
b
t
見
倣
す
・
』
ピ
は
幾
分
臨
踏
せ

5
る
を
得
な
い
。

を
憤
張
L
っ
、
ゐ
る
悶
に
、
岡
市
議
以
夏
仁
一
歩
を
進
め
て
交
通
極
構
其
も
の
に
国
家
の
意
志
統
制
を
及
ぽ
し
、
国

民
経
済
に
統
一
意
士
山
を
生
宇
る
に
至
b
、
該
に
国
民
経
済
は
後
期
の
成
年
期
に
漣
し
た
。
無
論
、
新
か
る
経
済
組

織
及
経
隣
町
連
債
の
縫
漣
は
徐
々
に
行
は
れ
て
明
か
に
前
後
の
時
期
を
劃
す
る
こ
ご
は
出
来
な
い
が
、
凶
ι娠
が
闘
民

生
活
上
重
要
な
る
財
貨
に
就
て
、
図
民
一
般
の
需
要
及
提
供
の
適
合
を
企
闘
し
、
又
国
民
各
筒
の
悶
に
行
は
る
、

需
要
及
提
供
を
適
合
せ
し
む
る
縛
め
に
舗
倣
分
配
及
貨
物
配
給
を
按
排
し
、
且
つ
共
同
負
地
聞
の
主
義
に
擁
b
て
私

、
。
岡
家
が
各
簡
の
私
別
経
済
生
活
ご
政
府

ω一
公
共
経
済
生
活
ど
を
劃
立
せ
し
柏
、
経
済
生
活
の

H
的
を
有
す
る

円

人
の
家
計
正
政
府
の
財
政
ご
の
調
和
を
計
る
こ

t
は
、
現
代
の
闘
民
経
済

ω
組
織
及
述
替
の
特
色
Z
な
っ
て
居

る
。
図
民
経
済

ω前
期
及
後
期
を
分
つ
特
徴
は
闘
民
共
も
の
に
極
端
桝
生
活
あ
h
や
否
ゃ
に
由
っ
て
認
識
せ
ら
る

者
は
各
筒
の
な
人
の
み
で
あ
b
、
R

公
共
同
刷
協
相
は
、
忠
人
の
致
せ
る
財
貨
及
勤
労
の
貢
献
に
よ
っ
て
非
経
済
上
の
共

同
生
活
目
的
を
遂
行
す
る
に
止
ま
る
閥
は
前
期
に
周
し
、
同
家
が
闘
民
経
済
生
活
の
a

貨
行
者
ご
な
り
、
恋
人
の
経

臨
胴
上
の
自
己

H
的
を
認
む
る
ご
し
て
も
、
日
常
共
純
携
を
以

τ岡
民
全
般
の
絞
械
的
利
盆
を
増
進
す
る
意
志
的
統
制

機
関
た
ら
し
む
る
に
至
る
ぜ
き
は
、
岡
民
経
済
は
巳
に
後
期
に
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
如
上
の
阪
別
は
闘
家

論

議

世
界
翻
演
目
成
立
過
糧

第
二
十
二
容

wi 
抗

E
k
)
 

ji 

4ニ
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統
制
の
原
則
上
の
相
遣
を
お
す
ま
で
い
h

あ
っ

τ、
前
期
の
中
に
も
或
岡
家
は
部
局
的
に
は
夜
通
躍
擁
其
も
の
、
系



石市

議

世
川
舟
艇
消
の
成
立
過
促

治-一

1
二
番

?
単
一
一
拙

圧
入
)

E 
J、

統
及
秩
序
に
干
拠
し
・
後
期
に
ゐ
ち
て
も
戎
凶
山
本
は
弘
人

ω経
済
行
動
に
担
割

L
廃
い
範
閣
に
於

τ自
由
を
絡
め
有

意
的
に
波
任
せ
る
場
合
ち
ゐ
品
。
殊
に
英
古
川
利
の
如
き
自
由
主
義
を
執
れ
る
同
四
民
縦
糖
は
、
殆
v-岡
山
誕
の
意
志
統

制
が
原
則
的
に
交
通
経
降
に
H
A
ば
な
い
か
の
如
き
外
側
を
皐
す
る
が
、
並
(
の
然
ら
e
さ
る
こ
ご
は
助
ゆ
岡
山
大
戦
時

に
於
げ
る
経
隣
交
通
山
系
統
的
民
税
日
げ
の
縫
化
に
就
て
見
る
も
朋
が
で
あ
る
。
此
川
り
品
型
化
の
現
象
は
米
で
ゐ
h
、
同

区
気
山
地
位
が
本
で
ゐ
る
o

是
ま
?
多
数
の
抑
制
消
印
学
者
が
、
闘
家
は
な
人
ど
並
び
立
っ
て
岡
氏
経
済
を
排
成
す
る
経
隣
車
仲
で
あ
る
己
一
五

ひ
、
叉
忍
人
及
政
府
に
は
純
情
上
内
紘
一
怠
士
山
ゐ
る
も
凶
日
出
総
消
に
は
統
一
意
士
山
が
な
い
宝
石
へ
る
が
如
当
は
、

雄
副

μ
も
前
期
剛
氏
純
憐
f
f
指
日
る
に
過
ぎ
な
い
o

前
期
に
ゐ

bτ
も
巳
に
公
共
経
済

ω地
位
に
在
る
岡
家
は
各
簡

の
な
別
経
泌
己
同
府
民
の
俳
成
山
下
位
で
は
な
い
が
、

殊
に
後
期
に
入
つ
て
は
、
岡
山
本
は
巳
に
政
治
上
の
地
位
ば
が
ち

で
な
〈
縦
憐
上
り
地
位
よ
b
見
る
も
、

以
前

ω公
共
経
済

ω地
位
を
超
へ
て
劃
期
的
に
歩
を
進
的
、
自
己
の
生
活

を
倍
む
ご
同
時
に
な
別
総
済
を
総
合
す
る
任
務
を
執
ら
、
之
に
よ
っ
て
岡
民
経
済
の
統
一
的
調
整
を
企
図

L
て
居

る
o
闘
民
経
泌
は
自
然
運
動
よ
h
ノ
品
同
点
活
動
に
進
み
、

知
山
一
統
制
状
態
よ
h
統
制
股
践
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。

f且
t:: 

必
に
問
題
、
」
な
る
こ
ピ
は
、

縦
、
併
上
の
無
政
府
状
態
を
枕
し
て
意
志
統
制
を
行
ょ
に
歪
れ
る
国
家
な
る
も
の
が
、

本
質
的
に
ほ
岡
民
内
合
成
意
ぷ
慌
で
な
く

取
に
利
己
的
支
配
を
敢
え
て

t
る
有
産
者
階
絞
り
階
'
殺
意
士
山
健
に
過

V
3
5
る
や
脊
ゃ
に
ゐ
る
。

是
ま
で
み
岡
民
経
済
り
意
志
統
制
が
大
慨
に
於
て
有
産
者
階
級
の
怠
志
統
制
で
あ
る



一
五
ふ
時
代
相
は
、

之
を
看
取
す
る
仁
難
(
な
い
。
併
し
附
代
り
初
は
直
も
に
本
質

ω何
た
る
炉
を
決
定
的
に
表
示

す
る
も
の
で
な
い
c

な
は
本
質
的
に
は
附
家
志
士
山
台
以
て
凶
民
た
る
筒
人

ω全
般
制
的
命
成
一
一
日
b
u
で
ゐ
る
ご
児

る
。
従
つ

τ町且紘一
tuハ」
U
V
階
統
一
主
主
活
動
す
る
ご
き
に
は
、
北
(
は
時
代
に
策
ゆ
る
秘
権
乙
見
る
ぺ
き
で
ゐ

る
o

執
雌
者
は
本
来
的
統
制
意
L

泌
を
健
持
す
る
も
の
で
な
〈
.
従
っ
て
具
に
は
盛
衰
が
あ

b
交
代
が
の
る
、

~ 
tし

H

と
本
悦
的
凶
‘
家
U

生
九
仰
は
持
政
ド
い
絹
ゆ
る
こ
乙
な
〈
、

又
安
代

I
る
ニ
ピ
ず
ら
も
な
い
o

此
見
仰
に
操
っ
て
見
る

6 眠

な
ら
ば
.

一
右
に
白
山
ド
ぃ
義
u
A
ぴ
資
本
主
義
を
執
れ
る
英
古
利
剛
氏
経
済
あ
り
、
他
万
に
澗
裁
主
義
必
び
拙
労
働
主

必凶』品

義
仁
抑
止
ぜ
る
五
百
班
剛
民
経
済
あ
り
て
、

経
泌
組
織
の
内
容
は
会
〈
反
割
に
山
て
居
る
が
、

岡
家
意
志
統
制
の
交

総
事
叉
は
協
同
内
方
針
を
異
に
す
る
諜
な
る
が
‘
針
外
交
通
の
強
度
を
定
む
る
基
調
知
何
に
至
'
り
て
は
、
之
を
上

に
池
べ
た
る
闘
民
総
械
の
畿
港
旅
抽
出
に
求
時
グ
る
を
得
な
い
。
な
は
比

ω見
地
に
立
ち
て
次
に
同
民
問
刷
機
相
任
問

の
交
通
関
係
を
考
察
す
る
で
あ
ら
ム
。

• 

国
際
経
携
交
通
の
後
展

国
民
縦
済
よ
b
山
猿

L
て
川
間
際
経
済
交
通
の
設
瓜
し
行
〈
池
和
は
頗
る
明
隙
に
看
収
き
る
、
一
炉
、
な
は
此
に
三

つ
の
小
階
段
を
設
(
品
。
第
一
段
は
同
氏
純
一
併
の
封
外
交
泌

ω設
展
、
第
二
段
は
闘
際
純
一
併

ω成
立
、
第
三
段
は

論

議

世
肌
骨
組
消
白
成
立
過
程

山
静
ニ
寸
ニ
世

号沿一一腕

五
札
)

五
九

命頑臥斗仲 ， も



論

議

世
田
骨
粗
済
自
成
立
過
程

第
二
十
二
容

(
第
一
説

/、。
) 

六
O 

各
閣
内
経
済
の
国
際
的
職
結
で
ゐ
品
。

第
一
に
中
間

r…
問
中
世
山
り
針
作
音
山
掛
川
り
官
官
を
見
る
に
、
共
の
前
期
己
後
期
己
の
聞
に
は
著
L
い
相
違
が
め
る
。
国

民
経
済
成
立
以
前
に
ゐ
0
て
も
相
憐
園
民
の
問
に
は
貿
易
又
は
移
住
が
行
は
れ
た
が
、
其
等
は
政
治
や
宗
殺
な
Y』

の
非
経
憐
的
事
情
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
又
は
遮
断
さ
れ
、

概
ね
部
局
的
・
間
欲
的
の
交
通
に
過
ざ
な
か
っ
た
。
自

然
的
な
が
ら
も
闘
民
経
梼
が
成
立
す
る
に
至
れ
ば
、
共
以
前
の
都
市
総
務
者
(
は
領
域
耐
刷
協
仰
が
狭
き
交
通
範
闘
に

飽
が
著
L
〈
好

L
Cな
っ
た
o

突
で
之
に
順
膳
L
τ

一
方
じ
は
人
口
の
急
激
な
る
増
加
及
び
消
費
の
会
図
的
普
及

於
て
需
供
の
適
合
に
苦

L
め
る
放
態
に
大
な
る
縫
化
を
生
じ
、
需
供
系
統
の
飾
犬
に
よ
h
一
肱
は
共
等
の
迎
合
獄

を
来
た

L
消
費
濡
要
を
甚

L
f増
加
せ

L
め
、
他
方
に
は
需
要
増
加
に
刺
激
吾
れ
且
つ
全
闘
の
生
産
要
素
の
融
通

が
行
は
れ
て
生
産
提
供
を
も
著
し
〈
増
殖
せ
[
め
た
。
然
る
に
此
需
要
及
提
供
の
増
加
は
自
然
的
・
無
統
制
的
に

行
は
れ
、
且
つ
消
品
質
需
要
は
消
費
の
普
及
に
従
っ
て
人
身
に
共
通
の
も
の
多
f
な
る
に
反
L
、
生
産
提
供
は
闘
に

よ
b
て
自
然
的
に
限
定
さ
る
、
地
物
的
生
産
要
素
に
左
右
さ
る
、
が
故
に
、
川
貨
川
り
積
類
に
就
て
諦
へ
ば
需
要
に

謝
す
る
提
供

ω不
足
又
は
過
剰
、
若

f
は
少

fε
も
北
(
傾
向
ゐ
る
を
免
れ
な
い
。
此
の
問
中
山
W
Uり
刊
小
宮
町
山
肌
山
間
配
、

国
民
経
焼
成
立
後
に
於
て
交
通
系
統
が
崎
大
古
れ
英
中
に
於
け
る
消
袋
需
要
及
生
産
提
供
が
増
進
す
る
仁
従
っ
て

盆

t
甚
L

(
な
っ
て
来
る
Q

提
供
不
足
の
傾
向
に
あ
る
則
貨
は
之
を
外
国
に
求
む
る
を
要

L
、

あ
る
a
b
の
は
謝
外
交
易
資
カ
に
向
け
得
ら
る
、
。
其
蕗
に
一
た
び
骨
骨
恥
剛
山
り
宮
町
山
閉
山
F
W
Fす
る
な
ら
ば
、

提
供
過
剰
の
傾
向

共



開
け
る
闘
1
1
日
本
・
支
那
の
如
き

l
l岡
に
あ
h
て
は
、
外
闘
の
生
活
品
川
式
が
急
速
に
移
入
さ
れ
て
新
栂
の
消

臆
じ
て
岡
氏
が
相
互
に
需
供
の
不
通
舎
を
調
節
す
る
が
錨
に
貨
物
交
易
を
促
進
す
る
o

殊
に
新
に
外
岡
正
交
通
を

品
質
需
要
を
喚
起
し
、
之
に
船
出
す
る
生
産
提
供
は
生
産
要
素

ω
銚
如
又
は
生
産
方
訟
の
未
熟
な
る
所
か
ら
一
一
暦
劃
外

貿
易
の
必
要
を
大
な
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。

闘
民
聞
の
交
通
路
の
削
展
は
、

交
通
態
度

ω進
歩
に
由
る
。
近
代
に
於
て
新
し
き
通
運
機
闘
が
惚
準
的
に
出
現
し
交
通
航
践
を
一
一
捜
せ
し
め
た
る

一
に
は
物
質
的
に
泌
運
機
闘
の
進
歩
に
白
b
、
こ
に
は
枇
曾
的
に
閥
民

ω針
外

こ
ご
は
言
ふ
を
須
た
な
い
。
調
外
交
通
態
度
に
就
て
は
‘

一
蹴
政
府
の
自
国
人
に
謝
す
る
態
度
の
・
8
は
、
時
代
の

要
求
に
基
き
放
任
よ
b
抑
制
に
移
。
突
で
自
由
を
許
L
進
ん
で
交
通
を
奨
附
す
る
ま
で
に
立
到
b
、

一
闘
民
の
他

l旬、弘、、引(同叫がれし(一、円、

国
民
仁
謝
す
る
態
度
の
方
は
、
最
初
の
掠
奪
よ
b
徴
買
に
移
・
り
や
が
て
謝
等
交
換
の
態
度
に
進
み
、
終
に
は
部
分

的
に
は
提
携
協
同
を
も
試
む
る
ま
で
に
立
も
到
っ
た
。
調
外
交
泌
態
度
が
自
由
及
卒
和
を
通
例
正
す
る
に
及
ん

で
、
通
運
機
関
の
格
段
な
る
進
歩
己
相
伴
ふ
て
、
劃
期
的
な
る
世
界
交
泌
路
の
閲
展
を
見
る
こ
ど
、
な
っ
た
。

闘
民
経
済
に
於

τ
一
般
的
諮
供
の
不
泊
合
を
調
節
せ
ん
ど
す
る
自
然
的
要
求
が
原
岡
ピ
な
b
、
針
外
交
通
路
の

開
展
が
機
縁
ど
な
b
て
・
是
ま
で
部
局
的
・
問
欲
的
で
あ
っ
た
岡
民
の
樹
外
交
通
が
究
第
に
包
括
的
・
縦
総
的
に
な

っ
て
来
た
o
交
通
が
包
括
的
に
な
っ
た
こ
正
は
之
を
交
通
事
項
の
増
加
に
就
て
見
る
こ
正
が
出
来
る
。
最
初
の
交

過
は
貿
易
で
あ

b
、
来
で
封
外
牧
支
の
均
衡
を
介

Lτ
調
外
投
資
が
柏
崎
h
、
需
供
の
不
適
合
が
貿
易
に
よ

bτ
救

論

議

世
界
組
掛
目
成
立
過
程

銘
二
十
二
巷

(
第
一
一
世

，、

一) 
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諭

議

世
界
経
済
白
成
立
過
程

部
二
十
二
を

.m 
抗

ノ、

) 

は
れ

F
る
ご
き
或
は
労
働
者
の
移
佐
ピ
な
h
，
或
以
生
産
資
源
を
外
に
求
む
る
在
外
企
業
ご
な
h
、
遂
に
闘
民
総
憐

の
内
部
に
存
す
る
交
通
事
引
は
総
て
之
を
劃
外
交
泌
に
も
見
る
ま
で
に
立
も
謝
っ
た
。

次
に
謝
外
交
通
が
縦
鎖
的

に
な
っ
た
司
』
ピ
は
、

交
通
路

ω閃
瓜
に
由
。
T
岡
氏
需
供
の
池
合
が
規
則
正

L
〈
外
国
に
依
顧
す
る
傾
向
に
就
て

見
る
司
』
苫
が
山
家
る
。

最
初
は
偶
後
的

ω交
易
に
よ
っ
て
得
た
る
外
園
口
m
を
以
て
一
時
的
の
前
斐
を
充
た
し
て
局

た
が
、
度
重
な
れ
ば
絶
え
十
之
を
充
苫
な
け
れ
ば
生
活
の
侠
陥
を
費
ゆ
る
に
至

b
、
美
樹
外
布
市
宜
は
継
鋭
的
さ
な

り
之
に
謝
す
る
相
手
闘
の
謝
外
提
供
も
亦
能
総
的
正
な
る
。
噌
好
日
聞
の
貿
易
は
共
泊
例
で
あ
る
o

如
何
な
る
商
品

も
或
税
由
民
ま
で
継
続
し
て
貿
易
さ
る
、
芯
き
は
、
其
商
品
の
側
内
に
於
け
る
生
時
一
又
は
消
費
の
事
情
に
畿
化
を
生

せ
し
め
、
共
挺
化
の
怖
性
は
逆
に
叉
貿
易
を
一
婿
継
総
的
な
ら
し
む
る
。
叉
劃
外
貿
易
が
織
縦
的
じ
行
は
る
れ

ば
、
其
J

ぜ
汁
事
総
正

L
τ
-
K
に
性
質
上
締
結
的
た
る
こ
ピ
金
要
司
品
調
外
投
資
及
企
業
が
追
加
さ
る
、
Q

備
は
闘
民
経
掛

ω掛
外
交
通
を
包
括
的
・
総
鋭
的
な
ら

L
め
た
る
端
情
ご
[
て
弘
、
特
に
交
通
方
式
が
貨
物
交

活
か
ら
貨
幣
交
泌
に
能
化
L
た
る
一
事
を
皐
げ
な
り
れ
ば
な
ら
ね
。
貨
幣
交
通
制
じ
雑
多
の
総
務
交
泌
を
貨
併
的

詐
刷
偶
及
品
H
僻
的
経
理
の
下
に
車
純
化
せ

L
め
、
交
一
池
の
包
括
性
及
縦
約
件
を
保
附
す
る
作
用
を
有
『
る
。
近
代
各

闘
が
凡
工
黄
金
川
畑
賀
僻
制
を
確
立
す
る

γ
及
ん
で
岡
氏
相

π間
ω経
際
交
通
も
亦
共
通
な
る
賞
金
一
風
貨
幣
を
介
し

f
L

一γ』
+
」
臥

3
u

、

V
4
t
t
 4
A
F
ω

交
通
は
闘
内
に
於
げ
る
が
如
〈
包
括
的
・
総
鋭
的
航
路
に
準
ん

r。
問
民
間
的
交
一
地
仁
共
通
の

貨
僚
が
矧
ゐ
ら
晶
、
ぜ
き
は
、
交
換
貿
易
よ
土
民
民
貿
易
仁
戯
れ
る
前
日
仰
の
各
闘
i
於
け
る
領
桁
を
初
め
、
各
闘



の
生
活
費
・
生
茂
費
・
利
子
・
利
潤
等
の
高
低
が
共
通
の
基
準
に
よ
り
て
比
較
測
量
せ
ら
れ
得
る
が
放
に
、
各
闘
の

間
に
於
け
る
生
命
分
業
・
投
資
・
移
住
・
企
業
等
が
著
し
〈
簡
似
容
易
己
な
b
て
益
々
是
等
を
促
進
ゼ

L
む
る
、
』
之

、
な
る
。
但
し
斯
か
る
貨
飾
的
作
加
は
後
に
越
ぷ
る
如
〈
.
初
め
日
交
換
山
一
媒
介
を
な
し
弐
に
後
利
の
資
本
正
な

つ

τ特
に
高
民
組
踏
を
畿
日
此
せ

L
U
る
原
凶
正
な
う
た
が
、
品
川
L
其
以
前
に
於

τ黄
金
腿
貨
僻
が
先
づ
剛
氏
側
の

経
済
交
一
地
企
包
抗
的
・
継
続
的
な
ら
L
め
た
る
一
一
安
併
た
る
こ
ど
に
留
意
L
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。

剛
氏
魁
秘
の
成
立
伎
は
、
流
一
地
組
織
を
ま
正
す
る
前
期
時
代
に
ゐ
り
て
も
、
比
一
以
前
の
交
通
経
済
仁
比
ぺ

τ栴

段
の
相
違
あ
る
ほ
ど
に
総
務
交
通
を
世
界
大
り
民
主
に
規
則
正
し
〈
推
し
地
め
る
。
併
仁
此
時
代
で
は
唯
ピ
附
民

を
範
出
ご
す
る
自
然
交
泌
総
務
が
同
じ
自
然
的
交
逝
を
凶
域
外
に
仲
ば

L
T
、
田
平
に
交
通
地
械
を
憐
大
す
る
に
止

ま
る
か
ら
、
共
の
み
に

τは
米
ど
世
界
税
務
な
る
新
し
き
交
通
続
出
加
に
進
挺
す
る
一
過
桂
た
る
意
義
を
有
す
る
に

主
ら
な
レ
。
然
る
に
闘
民
経
憐
が
後
期
に
入
b
集
中
組
織
守
重
馳
正
す
る
志
士
世
間
帆
憐
仁
推
移
す
る
ご
き
は
、
閥
民

の
謝
外
経
協
間
交
通
は
以
前
ご
臭
っ
た
踏
肢
を
執
っ
て
来
る
ο

此
時
代
に
入
れ
ば
.
闘
家
は
牧
盆
分
配
の
如
き
筒
別

シー "C 、 ( 

前
供
山
地
合
を
副
る
よ

h
も
先
つ
闘
民
牧
盆
を
増
加
す
る
が
如
語
、
一
般
需
供
の
泊
合
に
其
の
主
力
を
向
刊
る
。
之

を
我
闘
に
就
一
1
足
る
も
、
今
日
仰
は
是
ぞ
ピ
一
五
ム
分
配
政
策
は
行
れ

τ居
な
レ
が
、
生
産
及
貿
易
に
刺
て
は
総
b

す
考
監
さ
れ
て
居
る
。

闘
中
部
が
一
一
般
需
伏

ω組
合
を
計
る
じ
は
、
先
づ
闘
内
仁
於
て
生
産
基
伎
を
紋
如
[
又
は
其
が
貧
弱
な
る
に
肉
ふ
り

言論

君主

世
胸
骨
組
前
白
成
立
地
担

部
二
寸
こ
を

(
第
一
蹴

j言

ザ吃怜λ ーの



ハ
四
)

(
第
一
一
揖

第
二
十
二
番

，、
回

瀧

世
界
紐
持
の
成
立
過
程

論

て
会
〈
或
は
需
要
綱
ま
で
生
産

L
能
は

g
る
貨
物
の
輸
入
印
ち
必
要
総
入
を
助
長
仁
、
之
に
謝

L
園
内
に
於

τ獅

特
又
は
豊
富
な
る
生
a

比
基
礎
を
有
す
る
貨
物
の
聡
山
郎
ち
必
要
輸
出
を
崎
県
附
す
る
。
此
川
り
二
械
の
必
要
貿
易
は
凶

家
統
制
の
下
に
著
し
〈
増
進
さ
る
、
。
暇
だ
自
闘
の
生
産
依
件
が
劣
等
な
る
に
肉
っ
て
行
は
晶
、
外
岡
貨
物

ω倫

入
卸
も
悦
宜
総
入
仁
ゐ
b
一
て
は
、
岡
家
は
其
の
僚
件
を
改
善
し

τ岡
産
を
振
興
す
る
こ
Z
に
由
b
之
を
抑
制
す
る

方
針
を
執
る
が
、
生
康
保
件
の
優
等
な
る
に
由
っ
て
行
は
る
、
内
国
産
物
の
輪
出
帥
も
便
宜
輸
出
に
就
て
は
、
現

在
及
熔
来
的
総
入
資
力
を
税
法
問
せ
ん
が
斜
め
に
之
を
援
助
す
る
o

若
し
便
宜
輸
出
が
新
興
工
業
国

ω知
事
相
手
同

の
悦
官
総
入
抑
制
に
出
過
ふ
ご
き
は
未
だ
岡
庭
崎
県
糊
の
甚
し
か
ら
ぎ
る
闘
に
向
っ
て
輪
出
先
き
を
嶋
換
す
る
。
向

は
輸
出
を
奨
帥
L
聡
入
を
抑
制
す
る
芭
き
は
必
十
封
外
投
入
の
超
過
を
来
た
す
が
、
筒
人
の
枚
入
超
過
は
貨
幣
加

産
の
蓄
積
に
向
り
ら
る
、
も
、
岡
民
の
牧
入
超
過
は
之
を
劃
外
投
資
じ
向
り
得
る
も
、
投
資
刺
得
を
生
七
る
ご
き

は
結
局
之
を
貨
物
総
入
仁
向
り

F
る
を
得
な
レ
。

期
の
如
〈
に
し
て
剛
一
家

ω企
闘
す
る
一
般
需
供
の
適
合
集
は
盆
々
謝
外
貿
易
を
旺
雄
な
ら

L
む
る
こ
吉
、
な
る

が
、
之
に
聯
腕
L
て
岡
山
県
は
或
は
逆
勢
貿
易
に
出
し
み
倒
産
を
興
す
ぺ
〈
外
資
移
入
を
糊
め
、
或
は
順
勢
貿
易
の

結
巣
ご
し
て
生
母
る
制
別
総
資
金
の
調
外
移
附
を
保
護
し
、
其
他
国
民
需
供
の
適
合
の
矯
め
に
外
に
劃
し
て
移
住
を

奨
帥
し
企
業
を
援
助
す
る
。
斯
か
る
岡
家
の
謝
外
経
済
政
策
の
賞
行
は
、
闘
民
経
済
相
互
聞
の
交
通
闘
係
を
密
接

な
ら
し
め
複
雑
な
ら
し
む
る
こ
正
は
勿
論
で
ゐ
る
が
、
裳
正
岡
崎
じ
裳
の
交
通
関
係
に
二
様
の
意
義
を
生
悲
し

寸也



め
、
同
一
の
経
済
交
通
に
謝
L
て
も
之
を
見
る
立
場

ω
如
何
に
よ
b
呉
れ

ι認
吋
脇
度
若
〈
は
評
償
基
準
を
執
る

必
要
を
生
じ

τ京
市
品
。
郎
ち
岡
民
経
掛
り
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
或
ハ
経
済
交
通
が
岡
家
統
制

ω下
に
如
何
な
る
意

士
山
活
動
を
篤
す
の
で
あ
る
か
1
l
t
進
ん
で
は
如
何
な

J
A士
山
‘
活
動
を
錯
す
べ
き
か
ー
ー
を
見
る
ニ
芝
、
な
る
が
、

他

ω見
地
よ
h
す
る
ご
さ
は
・
立
(
の
同
ド
し
経
憤
交
泌
を
も
一
一
以
上

ω
闘
氷
山
り
か
必
志
活
動
が
交
沙
接
附
す
る
所
的
自

然
現
象
正
見
る
の
で
め
る
。
此
り
他
的
J

見
地
よ
b
凶
民
制
脱
出
嗣
問
山
り
交
通
関
係
ey
見
る
ご
さ
、
英
世
陣
に
凶
民
総
憐
ご

契
れ
る
闘
際
経
済

ω存
在
公
認
め
得
る
山
で
ゐ
，
G
Q

第
二
的
国
際
縦
拙
倒
的
成
立
は
各
剛
氏
縦
携
り
針
外
交
地
叫
俊
民
せ
品
川
村
川
市
己

L
7
現
は
る
。
国
民
初
任
問
的
経

其
山
交
泌
を
L
て
断
片
的
よ
ち
系
統
的
に
込
山
r
I
む
る
。
闘
民
総

済
交
通
が
包
話
的
・
縦
縦
的
と
な
る
ど
き
は
、

済
北
〈
も
の
に
は
無
論
一
定
の
交
揃
系
統
が
ゐ
る
。
各
闘
民
経
附
加
の
一
一
般
需
供
系
統
一
か
針
外
交
通
に
依
槙
し
北
(
に
依

っ
て
系
統
を
会
す
る
朕
雌
に
進
む
Z
き
は
、
岡
民
綴
憐
相
克
問

ω
交
通
闘
係
も
自
ら
系
統
的
に
な
ら

F
る
を
得

な
い
二
叉
斯
か
る
交
川
系
統
に
は
必
十
一
定

ω交
通
秩
序
を
件
ム
。
閥
民

ω掛
外
経
済
交
通
も
初
出
は
偶
後
的
な

も
の
多
〈
且
つ
概
ね
内
外

ω政
治
的
事
情
仁
左
右
吉
れ
1
乱
雑
無
秩
序
で
あ
っ
た
。
然
る
に
闘
民
経
憐

ω需
供
系

統
が
規
則
正

L
〈
劃
外
交
通
に
よ
っ
て
成
立
す
る
よ
ご
に
な
れ
ば
、
岡
家
は
各
自
に
制
度
十
立
1

政
策
を
朋
ゐ
て

制
問
外
交
通

ω
秩
序
を
支
持
す
る
に
力
む
る
。
立
に
は
叉
掛
外
交
通
め
包
括
的
・
継
総
的
な
る
一
』
ぜ
其
れ
自
ら
が
駅

日有

議

世
界
紐
掛
山
成
立
過
程

弟
二
十
三
谷

(桜一一揖

ハE
n
)
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ヨ五
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約
又
は
憤
制
円
を
生
じ
て
自
然
的
に
交
辿
秩
序
を
品
目
生
せ

L
め
確
賞
な
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。

交
通
範
囲
の
繍
大
す
る
こ
と
も
亦
有

国
民
経
済
相
区
間
の
交
通
闘
係
が
系
統
的
・
秩
序
的
ぜ
な
る
に
就
て
は
、

力
な
る
僚
件
ご
な
る
。
交
通
範
閣
の
抜
大
は
時
営
迫
っ
て
漸
進

L
来
れ
る
が
現
在
に
漣
縦
せ

F
る
古
代
を
暫
ら
〈

除
い
て
便
宜
上
之
を
四
期
に
分
も
得
る
o

第
一
期
は
十
五
世
紀
末
に
於
て
欧
洲
人
の
亜
米
利
加
大
陸
畿
見
M
A
東
洋

航
路
畿
見
ま
で

ω時
代
で
あ
っ
て
、
英
土
で
の
国
民
間

ω包
括
的
・
継
綴
的
な
る
緩
携
交
通
は
欧
維
巴
諦
凶
民
凶
間

に
限
ら
れ
、
謂
は
ば
険
羅
巴
経
済
を
成
せ
る
に
止
ま

h
、
其
他
的
闘
民
の
聞
に
は
特
に
一
大
系
統
を
成
す
吋
き
交

泌
を
見
な
か
っ
た
o

第
二
期
は
十
六
恥
世
紀
初
よ

h
十
人
世
紀
後
宇

ω北
米
合
衆
闘
の
濁
立
に
至
る
聞
で
あ
っ
て
、

此
時
代
は
盟
米
利
加
・
附
弗
利
加

ω沿
岸
地
方
・
強
制
型
的
西
財
北

ω大
部
分
が
楠
民
地
ご
し
て
欧
雄
巴
諸
国
に
従

胤
せ
る
期
間
で
ゐ
る
o
此
川
代
に
交
通
地
域
は
炭
〈
世
界
の
大
部
分
を
樋
ふ
こ
正
、
な
っ
た
が
、
批
品
目
的
に
見
た

る
交
通

ω系
統
及
秩
序
は
依
然
正
し

τ品
川
緋
巴
経
済
叫
地
域
的
延
長
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
第
三
期
は
千
七
百
七
十

六
年
り
北
米
合
衆
国
剛
山
り
創
立
に
始
ま

b
、
次
で
他

ω
頂
米
利
加
諸
国
の
獅
立
を
鬼
・
是
等

ω
聞
に
相
隣
凶
ご
し
て

の
交
組
側
係
を
生
じ
た
る
が
、
其
は
同
附
に
欧
維

U
蝋
出
演
ピ
交
山
地
り
系
統
及
秩
序
守
合
艦
せ

L
め
共
蕗
に
欧
米
経

演
を
畿
生
せ

L
め
た

o
m四
期
以
千
八
百
四
十
二
年

ω出
京
倹
約
に
よ

bτ
支
那
が
、
千
人
口
五
十
八
年

ω安
政

僚
約
に
よ
h
工
日
本
が
正
式
に
欧
米
縦
断
に
掛
し
付
括
的
・
縦
秘
的
交
通
を
開
始

L
以

τ今
日
に
歪
れ
る
期
間

t

あ
る
。
此

ω極
東

ω
ニ
つ
の
獅
立
凶
が
殆
い
と
附
を
同
ふ
し

τ欧
米
純
務
系
統
仁
摩
加
せ
る
ご
き
‘
始
め

τ闘
土
の



位
置
叉
は
他
国
民
に
勢
力
を
及
ぼ
す
貼
よ
ち
見
て
重
要
の
意
義
を
有
す
る
総
て
の
図
民
経
済
が
直
接
相
互
に
交
通

関
係
争
』
結
び
、
其
他
的
尉
民
経
済
正
雄
も
直
接
相
庄
の
閥
係
議
き
附
却
を
児
遁
が
せ
ば
悉
〈
皆
此
の
交
通
闘
係
に
加

は
b
来
っ

τ、
結
局
は
、
一
切
の
岡
民
経
済
を
網
羅
し
て
世
界
仁
百
一
る
段
犬
の
交
通
範
囲
に
釧
遣
し
た
の
で
あ
る
。

新
の
如
〈
国
民
経
附
聞
の
交
泌
閥
係
が
世
界
大
の
範
聞
に
遣
す
る
ご
き
は
、
総
て
の
園
民
的
勢
カ
り
競
合
叉
は

聯
合
す
る
合
成
力
の
作
用
よ
h
鬼
る
も
叉
各
国
が
此
ゆ
交
通
閥
係
に
依
頼
す
る
必
要
よ
ち
見
る
も
、
岡
氏
相
互
の

経
済
交
通
は
盆
』
共
系
統
を
精
密
な
ら
[
め
愈
t
共
秩
序
や
輩
同
な
ら

L
め
グ
る
を
得
な
い
o

斯
〈
て
北
(
官
出
に
綿

τω
同
問
民
経
械
を
網
羅
せ
る
交
通
系
統
H
A
秩
序

ω
一
…
聞
を
成
立
サ
[
む
る
。
共
を
閥
際
経
済
Z
呼
ぶ
。

第
三
に
は
岡
際
経
済

ω成
立
に
仲
ふ
て
各
随
内
経
桝

ω岡
際
的
聯
結
が
促
進
せ
ら
る
、
。
同
際
経
憐
は
各
凶
民

経
済

ω謝
外
ム
交
通
の
結
束
仁
外
な
ら
泊
。
岡
氏
縦
演
は
其

ω謝
外
方
而
を
闘
際
経
済
に
寄
進
す
る
が
其
の
在
内
方

面
を
ば
各
岡
仰
に
分
立
す
る
園
内
経
済
正

L
て
残
留
せ
し
h
U

る
。
然
る
に
図
民
経
携
は
一
健

Z
L
τ
の
交
通
組
織

を
な
す
が
放
に
、
共
在
内
方
面
E
封
外
方
面
Z
の
系
統
及
秩
序
に
は
分
も
難
き
統
一
閥
係
が
あ
っ
て
、

一
の
劃
外

事
件
ご
在
内
部
件
正
は
相
閥
聯
L
内
外
に
跨
る
系
統
及
秩
序
り
下
に
あ
る
。
例
へ
ば
棉
花
の
輪
入
及
棉
布

ω輪
出

が
密
接
に
閣
内
の
棉
工
業
粧
品
田
及
棉
製
品
消
費
Z
聯
閥
せ
る
如
〈
、
中
央
銀
行

ω
正
貨
準
備
が
在
内
的
に
正
貨
免

換
準
備
己
な

h
封
外
的
に
掛
川
替
決
消
準
備
己
な
る
が
如
[
。
但
L
或
師
酬
の
経
済
財
の
需
要
及
提
供
が
る
7
、
同
内
じ

論

議

世
鼻
紐
柚
聞
の
成
立
担
担

第
一
一
十
二
番

~ 
抗

ハ
七
)

六
七
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諭

議

世
界
制
措
由
成
立
過
程

第
二
十
二
審

第

椀

/、
A 

，、
λ. 

於
て
適
合

L
凶
内
限
・
02

じ
て
完
丁
す
る
場
合
も
亦
少
〈
な
い
ら
其
等
は
凶
内
経
済
の
孤
立
範
問
ピ
も
云
ム
ぺ
'
'
¥

直
接
に
は
封
外
交
通
ピ
閥
係
を
併
し
な
い
。
苫
れ
ど
よ
b
多
き
場
合
を
言
へ
ば
寧
ろ
在
内
方
面
の
需
供
系
統
が
直

接
に
封
外
方
面

ω其
ピ
或
は
双
閥
的
に
或
は
因
巣
的
に
聯
絡
を
正
っ
て
居
る
。
新
〈
て
各
岡
民
経
済
の
掛
外
方
面

を
結
束
せ
る
唯
一
の
闘
際
縦
演
は
或
範
固
ま
で
庄
内
方
面
ご
し
て
残
留
せ
る
各
簡
の
囲
内
経
済
に
向
っ
て
交
通
の

系
統
及
秩
序
を
延
長
す
る
。
却
も
各
国

ω闘
内
経
隣
は
廿
(
等
仁
共
通
な
る
閥
際
経
済
を
渇

ιて
間
接
な
が
ら
も

|
|
間
接
な
る
こ
ご
が
閥
内
総
憐
古

I，
T
残
留
す
る
所
以
で
あ
る

1
i相
互
に
聯
結
苫
れ
て
来
る
。
例
へ
ば
各
閥

の
中
央
銀
行
の
利
率
は
園
内
金
融
紋
況
古
田
間
際
金
融
収
山
山
吉
の
二
方
面
を
考
慮
し
て
決
定
せ
ら
れ
、
岡
際
立
法
た

る
労
働
保
護
法
は
同
一
の
規
定
内
容
を
有
す
る
各
凶
の
工
場
法
己
相
須
っ
て
共
効
果
を
全
ふ
す
る
が
如
し
。
剛
内

経
済
の
倒
際
的
聯
結
は
閥
際
縦
済

ω閥
脱
す
る
に
依
っ

τ盆
t
庚
〈
岡
内
経
憐

ω範
闘
に
進
入
し
て
行
〈
。
尤
も

移
民

ω如
き
深
き
人
間
判
差
別
戚
に
煩
は
さ
る
、
も
の
は
閥
際
経
憐
の
側
か
ら
園
内
純
情

ω中
に
立
入
る
こ
ピ
が
困

雑
で
あ
る
が
‘
賞
金
属
を
基
礎
己
す
る
金
融
の
如
き
殆
刊
と
波
人
椛
的
な
る
交
通
は
閥
内
経
踏
の
闘
際
的
聯
結
が
最

も
康
〈
行
き
渡
っ
て
局
る
。
其
他
一
般
仁
各
幽

ω
剛
幽
内
市
場
は
国
際
市
場
を
取
閣
み

τ相
瓦
に
聯
結
の
歩
を
進
め

っ
、
あ
る
。

岡
際
経
済
は
各
同
民
経
滅
的
り
劉
外
交
通
よ
ム
リ
費
生
し
来
L
、
叉
岡
際
経
済
的
関
嵐
は
鱒
じ
て
各
闘
民
総
携
の
在



内
交
通
を
聯
結
せ

L
む
る
o

此

ω後
段
に
於
げ
る
園
内
経
済
の
聯
結
は
交
通
事
件
長
も
の
正
し
て
は
同
際
L

交
通
に

属
す
る
も
の
で
な
い
。
例
へ
ば
貿
易
品
に
ゐ
ら
ぎ
る
も
の
を
生
産
す
る
工
場
に
於
て
も
各
閥
会
通
じ
て
一
祷
に
同

様
の
労
働
僚
件
を
守
ら

L
む
る
が
如
き
は
則

ω需
供
に
就
て
某
の
一
ま
、
に
て
は
閥
際
交
通
た
る
意
義
を
有
し
な

い
ら
さ
れ
H

と
帥
労
働
僚
件
を
定
む
る
法
律
は
経
泌
制
度
で
ゐ
b
・
各
国
が
同
保

ω経
済
制
度
を
設
(
る
こ
古
を
同
際

協
定
じ
よ
り
て
賀
行
す
る
は
、
之
れ
園
内
経
済
上
の
交
通
系
統
及
秩
序
十
或
範
囲
ま
で
闘
際
経
協
胴
上
の
其
等
に
随

伴
せ
し
め

τ相
互
の
聯
結
閥
係
に
入
ら
L
U
る
も

ω
で
あ
る
o

斯
の
如
〈
各
国
内
経
済
の
国
際
的
聯
粘
を
随
件
す

る
所

ω国
際
経
済
は
、
も
は
や
単
に
国
際
経
済

ω交
通
系
統
及
秩
序
よ
b
成
る
も
の
で
な
〈
、
よ
り
成
き
よ
り
豊

か
な
る
交
泌
系
統
及
秩
序
の
系
列
を
成
し
て
居
る
。
割
払
は
此
の
系
列
を
暫
ら
〈
園
際
総
務
方
聞
記
名
づ
り
、
単
に

闘
際
経
憐
正
呼
ぶ
も
の
正
胤
別
す
る
o

之
を
方
面
三
局
へ
る
は
、
後
仁
述
よ
る
如
く
、
此
が
高
民
経
済
方
而
正
合

し

τ世
界
経
験
を
成
立
せ
し
む
る
所

ω
一
方
而
な
る
が
故
で
あ
る
。

(
叉
此
方
面
合
曾
て
列
閥
経
済
交
通
系
統
正

呼
ん

rが
、
芸
名
は
余
h
に
未
熟
に
戚
喰
ら
る
、
か
ら
之
を
上
越
の
如
〈
政
む
る
)
。

岡
際
経
済
方
爾
は
車
・
に
闘
民
経
憐
の
卦
外
交
通
を
結
束
す
る
の
み
な
ら
守
、
叉
北
(
等
の
在
内
交
通
を
も
聯
結
せ

し
む
る
o

従
っ
て
此
方
面
は
、
前
四
〈
各
闘
内
純
情
の
孤
立
範
囲
を
除
り
ば

1
l此
の
範
聞
は
事
貨
に
於
て
次
第
に

縮
少
し
っ
、
あ
る

1
l、
内
外
を
辿
宇
る
意
味
に
於

τ総
て
の
岡
民
秘
情
を
綜
合

L
世
界
大
の
最
大
級
協
伺
交
通
組

織
を
形
成
せ
る
も
の
で
あ
る
。
唯
に
是
蕗
に
見
逃
か

L
て
は
な
ら
同
咽
』
ご
は
、
斯
か
る
長
大
の
経
済
組
織
が
殿
様

蹄

離

世
国
骨
髄
済
白
成
立
過
程

銘
二
十
二
巻

(
第
一
蹴

六
九
)

大

丸

臥ゼ似



論

議

世

且

経

済

山

成

立

過

程

に
岡
氏
を
成
立
基
礎

t
な
し
構
成
要
素
正
な

L
て
居
る
織
で
ゐ
る
。
第
二
十
二
容

E言

貌

士
O
)

t二
O 

従
っ
て
此
的
経
憐
組
織
は
園
民
経
掛
川
り
綜
合

で
ゐ
っ
て
、
筒
人
絡
協
凹
の
綜
合
で
な
レ
。
此
の
蹴
が
闘
際
経
済
方
面
の
名
に
よ
っ
て
高
民
経
憐
方
而
正
磁
別
古
る

る
所
以
で
あ
り
、
叉
園
際
艇
決
方
而
が
直
に
世
界
経
掛
正
鬼
ら
れ
得
な
い
I

所
以
で
ゐ
る
o

以
上
な
は
闘
際
経
済
方
面
に
於

υる
交
通
系
統
及
秩
序
の
畿
生
に
就
て
略
説
し
た
が
、
然
ら
ば
立
(
等
は
如
何
な

る
性
質
を
官
官
l
何
に
基
い
て
成
立
す
る
で
あ
ら
ふ
か
。
此
問
題
は
頗
る
複
雑
で
あ
h
俗
H

劫
仁
解
粋
l
識
さ
れ
な
レ

貼
を
多
々
持
っ
て
居
る
か
ら
・
A
A
Y

は
簡
単
に
私
見
の
概
略
を
述
べ
置
〈
に
止
め
た

νu

岡
際
経
掛
方
面
の
交
通
系
統
及
秩
序
は
、
大
憾
に
於
て
国
民
経
済
の
如
〈
意
志
統
制
に
依
ら
な
い
で
自
然
作
用

ご
し
て
品
目
到
す
る
の
で
あ
る
。
唯
に
近
附
、
図
際
凶
刷
仰
の
縦
憐
立
法
並
に
之
に
約
臆
す
る
各
凶

ω
終
端
別
立
法
仁
於

τ怠
士
山
統
制
が
漸
火
行
は
れ
行
〈
傾
向
が
ゐ
る
。
共
中
に

τも
例
へ
ば
・

奴
隷
資
質
・
婦
人
小
児
資
質
的
禁
止
、

黄
燐
使
用
的
禁
止
.
亜
片
・
酒
精
的
資
質
制
限
叫
如
、
さ
公
安
・
良
風
・
公
衆
衛
生
等
の
保
謎
を
目
的
ご
す
る
も
の
は
、

経
済
に
聞
係
ゐ
る
も
正
面
か
ら
縦
掛
目
的
を
追
求
す
る
の
で
は
な
い
o

之
さ
回
出
り
・
通
商
の
衡
平
M
A

自
由
の
渇

則
・
産
業
的
資
明
・
繭
棋
の
保
曜
、

が
臨
時
的
捕
獲
制
限
、

有
用
動
物
り
保
護
、
純
物
害
虫
の
駆
除
、
拙
宵
倒
保
件
に

開

t
る
幾
多
山
り
準
則
り
如

3
・
又
は
度
量
衡
ゆ
統
一
、
欄
借
り
通
信
事
業
及
餓
道
運
送
事
業
内
聯
絡
経
替
り
如

吉
、
執
れ
も
純
経
梼
事
項
の
監
督
又
は
経
営
に
閲
す
る
国
際
協
定
で
ゐ
つ

τ、
共
を
園
内
に
実
施
す
る
潟
め
に
は



各
国
家
が
真
に
園
内
法
全
以
て
規
定
し
、
是
等
は
困
際
附
健
及
び
各
岡
家
一
V
意
志
的
に
悶
際
縦
横
方
珂

ω交
通
系

統
及
交
通
秩
序
を
縫
延
し
決
定
す
る
も
り
ど
言
ひ
得
ら
る
、
。
岡
家

ω意
士
山
仁
山
づ
る
も
業
的
側
的
み
よ
ふ
り
起
こ

せ
る
自
由
行
動
は
・
岡
際
経
略
胴
上
的
立
場
よ
h
見
れ
ば
一
的
自
然
的
訂
動
に
止
ま
る
が
、
之
に
針
し
閥
際
剛
健
的

立
法
は
意
志
的
に
自
然
成
践
を
鐙
挺
す
る
も
の
で
あ
る
。
近
時
閥
際
純
擁
立
伎
は
頗
る
急
速
川
進
歩
を
遂
げ
、
共

の
債
値
に
於

τも
共
品
川
量
に
於
て
も
壮
奈
川
り
戦
時
岡
際
法
規
正
入
れ
代
ら
ん
ご
す
る
傾
向
が
あ
る
。

然
ら
ば
斯
か
る
闘
際
川
健

ω級
協
開
立
法
は
之
を
凶
民
経
僚
に
於

υ
る
困
欲
的
経
桝
立
法
に
比
ぺ
て
如
何
な
る
特

師

H
d
v
h
有
す
る
か
o

共
は
閥
際
法
一
般
に
就
1
一
言
ひ
得
ら
る
、
こ
さ
で
ゐ
。
、
勿
論
共
は
岡
際
法
問
中
上
山
重
大
問
題

で
ゐ
る
。
私
は
以
上
二
楠
の
立
訟
の
意
士
山
は
、

一
般
に
言
ふ
も
特
に
縦
務
立
法
に
就

τ言
ふ
も
同
質
問
位
の
も
の

で
な

V
E
見
る
の
で
あ
る
。
岡
家
の
立
法
は
岡
家
に
固
有
な
る
意
志
よ
b
起
り
、
岡
際
主
法
は
岡
零
一

E
Z投
合

一
致
す
る
所
に
成
る
も
の
で
あ
る
。
闘
家
的
意
志
は
己
に
本
質
意
志
正
な
っ
て
英
れ
自
ら
獅
立
し
て
居
る
が
、
国

際
立
法
上
凶
意
志
は
凶
家
意
志

ω
訳
出
せ
る
作
別
意
志

ω合
致
せ
る
も

ω
で
あ
る
O

本
質
意
志
は
意
識
的
に
各
簡

の
作
用
意
志
に
紘
一
を
奥
ふ
る
楳
本
的
意
力
な
る
が
、
作
用
意
志
は
本
質
意
志
よ
り
出
で
、
筒
々
の
行
動
を
惹
起

す
る
決
執
的
意
力
た
る
に
止
ま
る
。
国
際
立
法
の
意
志
は
岡
家

ω作
用
意
志

ω結
合
で
あ
ム
ツ
且
つ
装
結
合
は
各
闘

家

ω本
質
意
志
り
目
指
さ
す
方
向
に
於
て
凡

τ意
識
的
に
合
成
せ
る
も
の
な
れ
ば
、
之
を
意
志
活
動
吉
一
耳
ふ
を
妨

げ
な
い
が
、
併
し
芸
は
岡
家

ω
意
志
活
動
己
同
位
の
も
の
で
叫
な
い
。

論
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世
界
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次
に
然
ら
ば
岡
際
立
法
を
行
は
し
む
る
や
う
に
各
岡
家
内
作
用
意
志
が
合
致

L
来
る
ご
云
ふ
-
』
正
は
何
の
放
で

あ
る
か
。
作
用
意
士
山

ω上
に
立
ち
て
是
等
を
結
合
せ

L
む
る
本
質
的
原
動
力
は
何
で
ゐ
る
か
。
同
家
の
作
用
意
志

の
奥
に
は
共

ω本
質
意
士
山
が
存
す
る
が
、
国
際
立
法
に
多
加
す
る
岡
家
り
作
用
意
志
を
統
一
す
る
も
の
は
本
一
質
的

r
r
w
rで
ゐ
る
ご
忠
ふ
。
此
的
自
然
カ
は
岡
際
刷
躍
を
形
成
し
畿
展
せ
し
む
る
所

ω
盲

H
的
・
沿
在
的
意
士
山
で

ゐ
る
が
、
自
然
ピ
謝
立
す
る
所

ω意
志
で
は
な
い
。
ポ
引

L
此

ω自
然
カ
が
自
立

L
て
本
質
意
志
に
化
成
す
る
な
ら

ば
、
某
附
仁
は
同
質
同
位
に

L
て
而
か
も
よ

b
弱
小
な
る
傾
分
岡
家

ω本
質
怠
士
山
を
統
一
す
る
で
あ
ら
う
が
、
併

L
其
成
否
は
諌
断
1
難
い
。

斯

ω如
、
き
岡
際
立
法
は
二
つ
の
方
面
か
ら
其
櫛
威

1
1法
芭
し
て
成
立

L
得
る
可
能
力
挫
に
現
賞

ω閥
際
生
活

を
体
す
る
所
り
法
山
威
力

1
1が
支
持
せ
ら
晶
、
。
郎
も
一
方
-
じ
は
本
質
的
内
然
カ
が
多
〈

ω
岡
家
十
統
一
的
玉

座
に
来
向
せ
し
む
る
や
う
に
強
要
す
る
o

共
は
二
三

ω
岡
田
家
が
閥
際
輿
論

ω
俄
促
又
は
多
数
一
国
家

ω希
州
引
を
剣
山
刷

し
て
闘
際
協
定
V

恒
む
こ
手
ぜ
困
難
な
ら

L
む
る
。
但
に
白
岡
叫
存
立
を
危
ふ
す
る
重
大
な
る
問
題
な
る
正
一
き
、

戒
は
反
封
じ
閥
際
協
同
ご
し
て
は
極
め

τ微
々
た
る
蔀
件
な
る
正
面
¥
者
〈
は
問
題

μ
重
大
で
あ
っ
て
も
一
一
一

ω

国
・
滅
的
恒
否
一
か
立
(
の
問
題
に
闘
す
る
限
b
協
定
の
成
立
を
妨
げ
な
い
ピ
き
に
は
、
容
易
に
同
際
協
定
を
拒
み
得
る
。

之
E
同
時
に
他
方
に
於
て
は
、
各
国
は
岡
際
協
d

止
に
嘗
b
之
を
自
幽
り
利
害
仁
徴
し
て
考
感

L
、
出
叫
ん
す
可
能

ω
限

度
に
於

τ之
に
参
加
し
服
従
の
義
務
を
負
ム
。
放
に
一

h
B
加
凶
し
た
る
闘
際
協
定
に
桝
到
し
て
は
、
自
酬
の
存
立
上



巳
h
u
を
符
な
い
1

場
合
に
遡
池
し
な
い
限
b
は
粧
L
〈
之
を
破
る
や
う
な
こ
ぜ
は
な
い
。
斯
の
如
〈
岡
家
は
圃
際
協

商
に
就

τ自
然
的
に
は
強
要
せ
ら
れ
作
用
意
志
的
方
面
か
ら
は
向
己
の
適
度
正
す
る
限
界
を
定
的
符
る
ピ
云
ふ
噂
』

ご
は
、
闘
際
立
訟
を
し
て
術
ほ
規
定
こ
そ
少
な
い
が
致
カ
仁
於

τは
殆
Y
」
閥
内
立
法
に
劣
ら

F
る
は
戸
」
の
機
成
を

有
せ
L
h
u
る
所
以
で
め
る
o

閥
際
法
的
放
力
は
己
に
強
制
的
で
あ
る
、
近
〈
は
闘
際
聯
則
規
約
に
於
て
権
力
強
制

の
茄
芽
す
ら
認
め
ら
る
、
に
至
っ
た
。
以
上
逃
吋
た
る
所
は
岡
際
立
訟
の
一
般
に
就
て
の
見
解
な
る
が
、
其
は
直

に
図
際
経
憐
立
法
に
就
て
言
ム
も
同
後
で
ゐ
る
。

開
際
経
臨
明
が
知
帯
ご
な
っ
て
各
凶
内
経
携
が
聯
結
せ
ら
る
、
場
合
に
は
、
同
際
立
法
に
弐
い
で
之
-
q

岡
内
に
官

行
す
ぺ
き
園
内
立
泌
が
行
は
る
、
。
例
へ
ば
国
際
労
働
保
護
保
約
的
規
定
が
各
岡

ω工
場
法
仁
放
容
さ
る
、
が
如

前

叢

世
界
組
曲
問
自
成
立
過
程

第
二
十
二
各

(
悌
一
般

七
三
)

七

が-~'，，'勺州事か 弔 "'n!"'i"川内川""，'N，i吋~i"'"O げ形ゆA~-，，，打診明、?吟片o."，_.""，~? 吋

し
。
斯
か
る
場
合
に
於
げ
る
経
済
上

ω統
制
は
岡
際
的
及
園
内
的
の
二
重
統
制
で
あ
る
が
、

之
れ
同
一
の
同
四
家
意

志
が
一
は
外
に
向
っ
て
結
合
し
他
は
内
に
在
っ
て
畿
動

L
、
而
か
も
全
〈
同
一
の
規
定
内
容
を
有
す
る
も
の
で
ゐ

る
か
ら
、
僻
す
る
所
一
貫
の
意
志
統
制
が
行
は
る
、
謬
に
て
こ
重
で
あ
っ
て
も
少

Lω
矛
盾
も
生
じ
な
い
。
内
は

此
場
合
に
園
内
闘
係
り
み
を
取
っ

T
見
る
ご
き
は
、
国
内
法
は
岡
家
の
本
質
意
志
の
後
動
で
ゐ
っ
て
共
に
は
推
力

強
制
苫
へ
伴
ふ
て
最
も
墜
副
な
る
を
通
秩
序
が
保
柁
れ
て
居
る
。
此
場
合
を
目
し
て
本
質
意
士
山

ω統
制
で
あ
る
ご

一
言
ふ
は
専
ら
岡
民
縦
横

ω立
場
よ
h
見
る
か
ら
で
ゐ
る
。
帥
判
じ

τ闘
際
経
済
方
面

ω立
場
に
於
い
γ

て
各
国
内
経
済

の
閥
際
的
聯
結
に
存
す
る
交
通
秩
序
如
何
正
見
る
な
ら
ば
、
各
国
例
法
の
基
(
所
以
国
際
法
に
存
L
、
同
際
法
は
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七
回

各
幽
家
の
作
用
意
志
を
結
合
せ
L
h
u
る
本
質
的
自
然
力
の
産
果
に
外
な
ら
な
い
。

斯
の
如
〈
図
際
経
済
方
面
に
於
り
る
交
通
系
統
及
秩
序
は
或
範
囲
ま
で
は
上
越
の
意
味
に
於
付
る
意
士
山
的
立
法

に
依
ι
リ
、
共
範
囲
は
漸
次
に
蹴
張
き
る
、
傾
向
あ
る
が
全
般
の
系
統
及
秩
序
の
中
に
あ
h
て
以
前
は
其
の
一
少
部

分
た
る
に
過
ぎ
な
ド
。
立
訟
の
外
に
岡
際
経
済
方
面
の
系
統
及
秩
序
を
定
む
る
も
の
は
、

や
は
ち
自
然
の
作
胤
で

ゐ
る
。
其
蕗
に
は
一
般
闘
際
交
通
上
の
駅
約
及
慣
習
の
如
き
自
然
カ
も
亦
康
〈
縦
横
交
通
を
左
右
す
る
が
、
特
に

経
済
現
象
に
存
す
る
自
然
作
加
が
カ
強
〈
働
い
て
居
る
。
却
も
経
済
上
の
均
衡
・
反
復
・
趨
臆
・
進
化
等

ω自
然
法

則
M
F

共
で
ゐ
る
。
例
へ
ば
貿
易
の
均
衡
、
相
到
外
股
支

ω均
衡
、
岡
際
市
場
及
之
に
聯
結
苫
る
、
圏
内
市
場
に
於
り

る
好
比
日
一
抗
不
最
一
鉱
山
り
反
復
、
山
胸
勢
同
貨
僻

ω
強
勢
同
貨
幣
へ
の
越
廊
、
農
止
中
国
1
A
工
業
園
の
貿
易
的
池
膳
、
生
産

後
述
階
以
古
貿
易
系
統
正
の
進
化
闘
係
等
の
如
き
も
の
が
其
に
属
す
る
。

之
を
要
す
る
に
図
民
総
憐
の
交
通
系
統
及
秩
序
が
本
質
的
に
も
作
用
的
に
も
岡
家
意
志

ω統
制
に
依
存
す
る
に

比
べ
、
悶
際
経
秘
方
面
の
系
統
R
A
秩
序
は
大
健
に
於
て
自
然
の
現
象
た
る
に
止
ま
っ
て
居
る
。
闘
際
経
済
方
面
に

於
て
も
一
部
分
は
図
家
ゆ
作
用
意
志

ω結
合
及
び
之
に
趨
漉
す
る
岡
家
の
本
質
意
志
の
後
動
に
依
存
す
る
が
、
其

部
分
す
ら
b
節
す
る
所
は
本
質
的
自
然
カ
の
後
勤
に
外
な
ら
な
い
。
此
部
分
以
外
に
よ
h
康
き
部
分
を
占
U
る
系

で
あ
る
。
闘
民
経
憐
が
意
志
絞
憐
に
進
む
古
き
は
、
各
自
に
其
目
的
及
方
針
に
従
っ
て
封
外
経
務
政
策
を
意
志
的

統
及
秩
序
は
専
ら
自
然
の
支
配
仁
委
ね
ら
る
、
。
自
然
的
な
る
こ
さ
が
悶
際
縦
務
方
面
の
岡
氏
縦
済
古
典
る
特
色



に
決
定
し
、
強
大
な
る
周
民
経
済
に
あ
っ
て
は
殊
仁
謂
ゆ
る
世
界
政
策
を
以

τ他
の
諸
国
民
に
臨
む
の
で
ゐ
る

が
、
新
か
る
場
合
に
於

τは
同
問
民
間
の
交
通
関
係
は
岡
家
の
意
志
に
由
っ
て
動
揺
し
、
殊
に
戦
守
の
場
合
に
は
閥

際
経
済
の
系
統
及
秩
序
の
一
部
を
破
議
す
る
二
ご
す
ら
稀
で
な
い
。
此
の
鮎
を
重
大
秘
す
る
者
は
、
国
際
叫
に
権

威
な
〈
図
際
枇
曾
は
無
統
制
的
な
h
ピ
な

L
・
国
際
経
済
方
面
り
系
統
及
秩
序
の
存
在
を
疑
ふ
が
も
知
れ
旧
制
。
併

し
本
質
玄
志
を
有
す
る
国
家
f
ら
も
交
戦
闘
館
を
生
や
る
ど
き
は
其
の
意
士
山
の
分
裂
を
来
た
す
一
」
さ
の
る
を
思
へ

ば
、
倫
又
闘
民
経
済
苫
へ
も
共
前
期
に
あ
っ
て
は
其
生
産
及
分
配
を
無
政
府
批
強
仁
委
ね
て
怪
ま
な
か
っ
た
こ
ご

を
思
へ
.
ば
、
僅
か
に
各
国
家

ω作
用
意
志

ω結
合
を
以
工
統
制
カ
己
す
る
岡
際
陶
健
が
時
に
無
統
制
服
態
に
陥
る

こ
ご
の
如
吉
は
唱
も
格

L
む
に
足
ら
な
い
。
無
政
府
欣
越
正
一
疋
ふ
は
或
は
始
め
よ
b
意
士
山
統
制
な
き
放
越
を
指

L
、
或
は
意
志
の
分
裂
に
肉
h
て
自
然
へ
返
却
せ
る
朕
践
を
指
す
。
併
L
是
等
の
朕
態
三
ー
も
決

L
て
無
系
統
・
鉱
山

秩
序
で
は
な
(
、
唯
だ
自
然
系
統
・
自
然
秩
序
に
止
ま
る
正
一
五
ふ
に
外
な
ら
な
い
。
国
際
縦
務
方
面

ω
系
統
H
A
秩

序
は
本
質
的
に
は
凡
て
自
然
現
象
で
ゐ
品
。
唯
ピ
其
等
の
一
部
分
の
み
が
作
用
意
志
の
成
果

t
L
τ
現
は
れ
て
居

州

る
が
、
本
質
的
に
は
自
然
カ
の
後
現
に
過
ぎ
な
い
か
ら
今
で
は
向
ほ
不
安
定
の
憾
み
な
き
を
得
な
レ
。
唯

r併
L

主
(
は
怠
士
山
活
動
ご
し
て
の
紋
越
に
就
て
言
ふ
ま
で
、
あ
っ
て
、
本
質
的
自
然
カ
の
作
用
ピ
仁
て
は
安
定
も
不
安
定

も
な
い
。
而
し
て
交
通
系
統
及
秩
序
が
自
然
的
な
る
さ
怠
士
山
的
な
る
正
の
説
れ
い
が
望
ま
し
き
ゃ
に
歪
つ
て
は
問
題

は
会
〈
異
っ
た
も
の
ど
な
る
。
(
本
完
)
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